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第
一
章　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
伊
勢
国
松
坂
の
長
谷
川
次
郎
兵
衛
家
に
お
け
る
一
七
七
三
年

（
安
永
二
）
に
定
め
ら
れ
た
江
戸
店
の
店
掟
で
あ
る
「
掟
法
記
」（
以
下
、
本

史
料
）
を
翻
刻
紹
介
す
る）

1
（

。

　

長
谷
川
家
本
家
創
業
の
原
由
は
、
一
族
の
布
屋
市
左
衛
門
（
東
家
）
が
一

六
三
五
年
（
寛
永
一
二
）
に
江
戸
大
伝
馬
町
で
木
綿
仲
買
商
を
営
ん
だ
こ
と

に
発
す
る
。
本
家
の
二
代
喜
安
は
布
屋
市
左
衛
門
と
の
地
縁
に
よ
り
江
戸
大

伝
馬
町
で
木
綿
仲
買
商
と
な
り
、
三
代
政
幸
は
布
屋
店
に
奉
公
し
て
支
配
人

ま
で
上
り
詰
め
た
。
こ
の
政
幸
が
長
谷
川
家
創
業
の
祖
で
あ
り
、
一
六
七
五

年
（
延
宝
三
）
に
独
立
し
て
「
丹
波
屋
次
郎
兵
衛
」
を
名
乗
り
、
大
伝
馬
町

一
丁
目
で
木
綿
仲
買
商
の
出
店
を
開
い
て
長
谷
川
家
の
「
本
店
」
と
な
っ
た
。

一
七
〇
二
年
（
元
禄
一
五
）
に
は
、
三
代
政
幸
か
ら
本
家
の
家
督
を
相
続
し

た
四
代
元
忠
が
本
店
隣
に
「
新
店
（
源
右
衛
門
店
）」
を
開
く
と
、
元
忠
の

弟
に
あ
た
る
分
家
が
相
次
い
で
木
綿
店
を
開
業
し
た
。
す
な
わ
ち
、
一
七
二

五
年（
享
保
一
〇
）に
長
谷
川
武
右
衛
門
が
亀
屋（
南
家
）、
一
七
三
八
年（
元

文
三
）
に
長
谷
川
六
郎
次
が
戎
屋
（
西
家
）
を
開
設
し
た
。
こ
れ
ら
の
松
坂

の
本
分
家
の
当
主
が
、
各
店
の
支
配
人
ク
ラ
ス
に
指
示
し
て
経
営
を
仕
切
る

管
理
体
制
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た）

2
（

。

　

大
伝
馬
町
一
丁
目
に
は
江
戸
で
有
力
な
木
綿
問
屋
が
集
中
し
て
い
た
が
、

江
戸
中
期
に
お
い
て
長
谷
川
家
は
最
も
多
い
店
舗
数
で
あ
る
四
店
舗
を
展
開

す
る
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
木
綿
商
に
成
長
し
て
い
た）

3
（

。
本
稿
に
お
い
て
長
谷
川

本
分
家
の
店
掟
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
江
戸
で
大
商
家
の
木
綿
商
に
お
け
る

経
営
管
理
の
実
態
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
い
。

木
綿
商
長
谷
川
次
郎
兵
衛
家
の
安
永
二
年
「
掟
法
記
」

末　

田　

智　

樹＊

・
扇　

野　

耕　

多＊
＊
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史
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＊
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Ｏ
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史
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舎
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近
世
史
・
近
代
史
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第
二
章　

先
行
研
究
の
整
理

　

長
谷
川
家
の
店
掟
に
つ
い
て
は
、
松
阪
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
一
九
八

三
）『
松
阪
市
史　

第
一
二
巻　

史
料
篇　

近
世
（
二
）』
で
は
一
七
八
三
年

（
天
明
三
）
と
一
八
五
七
年
（
安
政
四
）、
三
重
県
編
（
一
九
九
八
）『
三
重

県
史　

資
料
編　

近
世
四
』
で
は
一
七
九
九
年
（
寛
政
十
一
）
が
翻
刻
紹
介

し
て
い
る）

4
（

。
北
島
正
元
編
著（
一
九
六
二
）『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』で
は
、「
店

法
の
制
定
と
改
廃
」
と
題
さ
れ
た
項
目
に
お
い
て
奉
公
人
に
対
す
る
管
理
実

態
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
北
島
前
掲
書
の
論
点
を
整
理
し
な
が
ら
、
本
稿
で
翻
刻

紹
介
す
る
一
七
七
三
年
（
安
永
二
）「
掟
法
記
」
を
位
置
づ
け
て
お
こ
う）

5
（

。

　

長
谷
川
家
の
店
掟
は
一
七
三
七
年
（
元
文
二
）
の
「
掟
法
帳
」
が
最
古
で

五
十
八
ヵ
条
か
ら
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
同
家
の
掟
法
帳
の
骨
子
が
完
成
し

た
。
こ
の
店
掟
は
三
代
政
幸
の
晩
年
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
毎
十
日
夜
に

店
中
の
奉
公
人
を
集
め
て
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
店
掟
と
合
致

し
な
い
事
項
が
出
て
き
た
の
で
、
支
配
人
や
退
役
人
、
別
家
な
ど
が
相
談
し

て
「
両
店
掟
法
帳
」
を
作
成
し
た
と
す
る
。
一
七
六
九
年
（
明
和
六
）
に
六

代
邦
淑
が
江
戸
店
に
下
っ
た
際
に
、
こ
の
店
掟
を
確
か
め
て
も
ら
っ
た
ら
非

常
に
理
に
か
な
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
た
た
め
褒
め
ら
れ
た
と
い
う
。
こ
の

点
か
ら
店
掟
は
、
本
家
で
制
定
す
る
場
合
と
江
戸
店
で
自
主
的
に
作
成
し
た

二
種
類
が
存
在
し
て
い
た
と
論
ず
る）

6
（

。

　

つ
ま
り
、
長
谷
川
家
本
分
家
に
よ
る
四
店
舗
経
営
体
制
が
整
っ
た
状
況
に

お
い
て
最
初
の
店
掟
が
一
七
三
七
年
（
元
文
二
）
に
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
店

掟
が
三
十
年
間
ほ
ど
守
ら
れ
て
き
た
が
、
合
致
し
な
い
こ
と
が
み
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
一
七
六
九
年
（
明
和
六
）
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

北
島
前
掲
書
で
は
、
こ
の
あ
と
に
一
七
七
三
年
（
安
永
二
）、
一
七
八
三

年
（
天
明
三
）、
一
七
九
二
年
（
寛
政
四
）、
一
七
九
九
年
（
寛
政
十
一
）、

一
八
三
二
年
（
天
保
三
）、
一
八
三
六
年
（
天
保
七
）、
一
八
四
二
年
（
天
保

一
三
）、
一
八
五
七
年
（
安
政
四
）、
一
八
六
三
年
（
文
久
三
）、
一
八
六
七

年
（
慶
応
三
）、
一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
に
改
正
が
行
わ
れ
た
と
整
理
す
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
改
正
の
ほ
か
に
、
五
店
の
支
配
人
と
退
役
人
が
相
談
し
て

自
発
的
に
決
め
た
「
申
合
書
」
が
度
々
作
成
さ
れ
た
と
指
摘
す
る
。
掟
法
帳

の
改
正
は
通
常
、
従
前
の
も
の
を
加
除
修
正
す
る
形
を
と
っ
た
も
の
の
、
そ

の
き
っ
か
け
は
主
人
か
ら
与
え
ら
れ
る
時
折
の
教
戒
で
あ
っ
た
。
一
七
三
七

年
（
元
文
二
）
以
後
の
改
正
は
、
本
家
か
ら
の
申
し
渡
し
や
教
諭
の
類
が
加

え
ら
れ
修
正
さ
れ
て
き
た
と
い
う
改
正
理
由
を
述
べ
て
、
さ
ら
に
以
下
の
よ

う
に
具
体
的
に
提
示
し
た）

7
（

。

　

一
七
七
三
年
（
安
永
二
）
の
店
掟
は
、
近
年
家
内
の
作
法
が
守
ら
れ
な
く

な
っ
て
き
た
の
で
相
談
の
う
え
で
改
正
さ
れ
た
と
す
る
。
新
し
く
加
え
ら
れ

た
箇
条
と
し
て
は
、
第
一
に
五
店
の
業
績
格
差
が
表
面
化
し
た
た
め
五
店
の

調
和
、
お
よ
び
大
伝
馬
町
の
木
綿
問
屋
仲
間
の
構
成
員
の
浮
沈
が
激
し
く
、

結
合
が
緩
く
な
っ
た
た
め
の
融
和
で
あ
っ
た
。
第
二
に
は
、
繰
綿
・
米
・

油
・
薬
種
・
唐
物
の
ほ
か
何
に
よ
ら
ず
投
機
的
な
取
引
で
あ
る
と
た
ん
商
い

（
以
下
、
空
商
い
）
の
厳
禁
で
あ
っ
た
。
こ
の
店
掟
は
本
家
か
ら
江
戸
の
五

店
へ
申
し
渡
さ
れ
、
各
店
の
支
配
人
と
退
役
人
の
連
名
に
よ
る
請
書
が
提
出

さ
れ
た
と
す
る）

8
（

。
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一
七
七
八
年
（
安
永
七
）
八
月
に
至
っ
て
本
家
で
は
江
戸
店
に
書
状
を
送

り
、
繰
綿
の
延
取
引
を
重
ね
て
厳
戒
し
て
い
た
。
こ
の
申
し
渡
し
に
対
し
て
、

江
戸
の
五
店
の
支
配
人
と
退
役
人
が
請
書
を
提
出
し
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
改
正
・
戒
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
綿
店
差
次
買
出
役
の
庄

兵
衛
が
空
商
い
を
行
い
、
そ
れ
が
失
敗
し
て
借
金
の
穴
埋
め
が
で
き
ず
に
一

七
八
二
年
（
天
明
二
）
七
月
二
十
八
日
に
出
奔
し
た
「
綿
店
庄
兵
衛
一
件
」

が
生
じ
た
。
長
谷
川
家
本
家
で
は
、
江
戸
五
店
の
支
配
人
に
対
し
詰
問
を
加

え
た
う
え
で
掟
法
帳
の
改
正
案
の
提
出
を
命
じ
た
。
五
店
の
支
配
人
は
同
年

冬
に
改
正
の
箇
条
を
下
書
き
に
し
て
本
家
へ
送
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
本
家

は
空
商
い
の
厳
禁
を
重
ね
て
強
調
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
奉
公
人
の
衣
服
制

限
を
時
勢
の
変
化
に
応
じ
て
若
干
緩
和
し
た
こ
と
な
ど
、
条
項
を
新
し
く
加

え
た
店
掟
を
交
付
し
た
点
な
ど
を
史
料
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
る）

9
（

。

第
三
章　

店
掟
の
改
正

　

北
島
前
掲
書
か
ら
は
、
長
谷
川
家
に
お
い
て
店
掟
の
改
正
が
頻
繁
に
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
筆
者
は
同
家
所
蔵
の
店
掟
を

調
査
し
、
表
１
に
一
覧
を
作
成
し
整
理
し
て
み
た
。
ま
ず
、
最
初
の
一
七
三

七
年
（
元
文
二
）
と
二
番
目
の
一
七
六
八
年
（
明
和
五
）
の
店
掟
は
、
松
阪

市
の
旧
長
谷
川
治
郎
兵
衛
家
所
蔵
資
料
か
ら
確
認
で
き
な
か
っ
た）

10
（

。
そ
の
た

め
、
筆
者
は
一
七
七
三
年
（
安
永
二
）
の
本
史
料
か
ら
調
査
を
進
め
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
一
七
六
八
年
（
明
和
五
）
の
店
掟
が
一
橋
大
学
附
属

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
（
以
下
、
一
橋
所
蔵
資

料
）、
閲
覧
し
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た）

11
（

。
そ
し
て
、
一
七
七
三
年（
安
永
二
）

の
本
史
料
の
位
置
づ
け
を
行
う
た
め
に
一
橋
所
蔵
資
料
の
店
掟
の
ほ
か
、
旧

長
谷
川
治
郎
兵
衛
家
所
蔵
資
料
か
ら
一
七
七
四
年
（
安
永
三
）
と
一
七
七
八

年
（
安
永
七
）、
一
七
八
二
年
（
天
明
二
）
に
改
正
さ
れ
た
店
掟
も
確
認
で

き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
時
期
に
改
正
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て

簡
潔
に
検
討
し
て
お
き
た
い）

12
（

。

　

一
橋
所
蔵
資
料
で
あ
る
一
七
六
八
年（
明
和
五
）の
店
掟
の
表
紙
に
は
、「
明

和
五
歳　

七
月
吉
日　

掟
法
記
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
最
初
に
は
以
下

の
よ
う
に
記
録
さ
れ
、
前
述
の
北
島
の
見
解
と
同
じ
内
容
を
示
し
て
い
た）

13
（

。

一 

近
年
店
格
式
先
規
よ
り
相
定
有
之
候
仕
方
相
背
候
事
と
も
有
之
候
ニ

付
、
此
度
相
談
之
上
式
目
再
改
致
置
候
条
、
ケ
條
之
趣
急
度
相
守
り

可
申
候
、
勿
論
自
今
以
後
年
ニ
二
月
十
日
・
八
月
十
日
両
度
無
怠
両

店
若
者
・
子
と
も
に
至
迄
、
ケ
條
之
件
逸
々
ニ
読
聞
堅
為
相
守
可
申

候
、
仍
而
如
件

 

忠
助

 

弥
助

 

与
惣
兵
衛

　
　
　
　
　

明
和
五
戊
子
年
七
月　
　
　
　
　
　

由
兵
衛

 

佐
兵
衛

 

新
兵
衛　

　

す
な
わ
ち
近
年
、
店
の
作
法
が
守
ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
相
談
し
た
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表 1　長谷川家の店掟の制定・改正年代一覧

制定年代 史料の表記 三重県史 北島研究 筆者調査

1737年（元文 2） 掟法帳 〇 〇

1768年（明和 5）  掟法記 〇 〇 〇

1773年（安永 2）  掟法記 〇 〇 〇

1774年（安永 3） 掟法記 〇 〇

1778年（安永 7） 掟法記 〇

1782年（天明 2） 掟法記 〇 〇

1783年（天明 3） 掟法帳 〇 〇 〇

1783年（天明 3） 改正掟法帳 〇 〇 〇

1792年（寛政 4） 掟法帳 〇 〇 〇

1799年（寛政 11） 店作法書 〇 〇 〇

1811年（文化 8） 御仕法帳 〇 〇

1814年（文化 11） 改正掟法張 〇

1832年（天保 3） 掟法帳、追箇条 〇 〇 〇

1835年（天保 6）  掟（追ヵ条） 〇 〇

1836年（天保 7） 毎年両度読聞覚 〇 〇 〇

1842年（天保 13） 掟 〇 〇 〇

1847年（弘化 4） 掟法帳 〇

1852年（嘉永 5） 改正追ヵ条 〇 〇

1857年（安政 4）  掟法帳 〇 〇 〇

1863年（文久 3）  掟法帳 〇 〇 〇

1867年（慶応 3）  掟 〇 〇 〇

1871年（明治 4） 変革之趣意 〇 〇
出所）筆者の末田と扇野の共同調査から作成。
備考） （1）表の空白は記載なしか確認できなかったことを示す。（2）1768年（明和 5）は一橋大学附属図書館所蔵。三重県史は三重県編

（1998）『三重県史　資料編　近世 4』同県、北島研究は北島正元編著（1962）『江戸商業と伊勢店―木綿問屋長谷川家の経営を中心
として―』吉川弘文館のことであり、両著のなかでは 1769年（明和 6）と表記されている。（3）現時点では 1814年（文化 11）の
「改正掟法帳」を筆者らは確認できていない。したがって前掲『三重県史　資料編』（132頁）の表現から「改正掟法帳」と表記した。
（4）1871年（明治 4）「変革之趣意」については、北島前掲書（615頁）では 1872年（明治 5）としている。
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う
え
で
改
正
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
改
正
し
た
条
項
を
必
ず
遵
守
し
、
こ

れ
以
後
の
二
月
十
日
と
八
月
十
日
に
怠
け
る
こ
と
な
く
、
若
者
・
子
供
に
至

る
ま
で
条
項
の
一
つ
ひ
と
つ
を
読
み
聞
か
せ
て
店
掟
を
絶
対
に
守
る
こ
と
を

誓
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
橋
所
蔵
資
料
が
北
島
前
掲
書
の
一
七
六
九

年
（
明
和
六
）
の
店
掟
と
捉
え
て
も
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

北
島
前
掲
書
で
は
具
体
的
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
た
め
一
橋
所
蔵
資
料
か

ら
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
み
た
い
。

　

一
七
七
三
年
（
安
永
二
）
三
月
に
松
坂
の
本
家
か
ら
改
正
の
理
由
が
申
し

渡
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
前
述
の
史
料
の
あ
と
に
六
十
七
ヵ
条

の
条
項
が
書
か
れ
、
そ
の
あ
と
に
「
一
佐
兵
衛
儀
店
制
禁
ヲ
破
り
重
々
不
届

之
品
、
依
之
家
名
店
名
之
是
取
上
ケ
永
々
勘
当
申
付
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

前
に
引
用
し
た
「
佐
兵
衛
」
と
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
あ
と
の
記
録
か
ら
新

店
の
支
配
人
で
あ
っ
た
佐
兵
衛
は
一
七
六
八
年
（
明
和
五
）
に
誓
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
店
掟
で
禁
止
し
て
い
た
「
相
場
延
商
内
」
を
自
ら
行
っ
て
損

害
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
も
、
松
坂
の
本
家
か
ら
佐
兵
衛
の

勘
当
の
こ
と
が
、
長
谷
川
家
の
四
店
は
も
ち
ろ
ん
末
家
（
別
家
）
中
や
諸
国

問
屋
、
売
子
衆
（
小
売
衆
）
に
返
事
す
る
こ
と
が
申
し
付
け
ら
れ
て
い
た）

14
（

。

　

本
史
料
の
「
巳
歳
其
御
地
様
ゟ
被
仰
下
候
御
掟
」
の
前
ま
で
は
六
十
七
ヵ

条
で
あ
り
、
一
橋
所
蔵
資
料
の
六
十
七
ヵ
条
の
文
言
と
全
く
同
一
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
史
料
の
主
要
部
分
は
一
七
六
八
年
（
明
和
五
）
に
作
成
さ

れ
、
本
史
料
の
「
巳
歳
其
御
地
様
ゟ
被
仰
下
候
御
掟
」
以
下
の
「
一
米
油
其

外
延
商
内
堅
致
間
敷
事
」
か
ら
の
十
ヵ
条
を
一
七
七
三
年
（
安
永
二
）
四
月

に
新
た
に
加
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
十
ヵ
条
の
あ
と
に
み
ら
れ
る「
覚
」

以
下
の
三
ヵ
条
に
つ
い
て
は
、
最
後
の
一
七
七
八
年
（
安
永
七
）
九
月
の
あ

と
に
「
勢
州
」
の
「
御
主
人
様
江
差
上
置
申
候
」
と
あ
り
、「
江
戸
惣
店
中
」

か
ら
松
坂
の
本
家
へ
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
一
七
八
二

年
（
天
明
二
）
十
一
月
の
冒
頭
に
は
、
前
述
の
庄
兵
衛
一
件
を
受
け
て
「
弥

以
店
風
不
被
相
乱
様
急
度
相
守
、
店
々
末
々
之
者
ニ
至
迄
不
洩
様
ニ
相
示
、

歳
々
両
季
ニ
惣
店
中
打
寄
熟
読
仕
候
事
」
と
書
か
れ
、
こ
の
文
言
の
あ
と
に

四
ヵ
条
が
明
記
さ
れ
て
い
た）

15
（

。

　

こ
れ
ら
の
内
容
が
、
北
島
前
掲
書
に
触
れ
ら
れ
て
い
た
一
七
七
三
年
（
安

永
二
）
や
一
七
七
八
年
（
安
永
七
）
の
内
容
に
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
た
め
、

今
後
の
課
題
と
す
る）

16
（

。
そ
の
う
え
、
前
述
し
た
北
島
前
掲
書
に
お
け
る
一
七

七
三
年
（
安
永
二
）
の
第
二
で
あ
げ
ら
れ
た
繰
綿
・
米
・
油
・
薬
種
・
唐
物

の
ほ
か
何
に
よ
ら
ず
投
機
的
な
取
引
で
あ
る
空
商
い
の
厳
禁
が
、
一
七
八
二

年
（
天
明
二
）
の
「
一
両
季
店
々
勘
定
之
節
下
目
録
入
違
（
後
略
）」
以
下

の
四
ヵ
条
の
う
ち
の
三
ヵ
条
目
に
お
い
て
、「
操
綿
油
薬
種
之
類
都
而
空
商

内
先
規
よ
り
停
止
之
儀
ニ
御
座
候
、
猶
以
已
来
堅
相
守
可
申
候
」
と
明
記
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
疑
問
に
残
る）

17
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
史
料
の
構
成
内
容
か
ら
は
一
七
六
八
年
（
明
和
五
）

の
店
掟
を
基
本
と
し
て
、
空
商
い
の
禁
止
に
つ
い
て
度
々
追
加
さ
れ
て
い
っ

た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
る
。
前
掲
『
三
重
県
史　

資
料
編
』
で
翻
刻
さ
れ
た

一
七
八
三
年
（
天
明
三
）
と
本
史
料
の
店
掟
で
は
、
条
項
の
入
れ
替
え
も
含

め
変
更
さ
れ
て
い
た
条
項
が
多
々
確
認
で
き
る）

18
（

。
す
な
わ
ち
、「
綿
店
庄
兵

衛
一
件
」
が
こ
れ
ま
で
以
上
の
大
事
件
と
な
っ
た
た
め
に
、
本
史
料
の
一
七

八
二
年
（
天
明
二
）
か
ら
翌
八
三
年
（
天
明
三
）
に
か
け
て
大
幅
に
改
正
さ
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れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

な
お
、
条
項
数
に
つ
い
て
一
七
八
三
年
（
天
明
三
）
と
本
史
料
の
店
掟
を

比
較
し
た
場
合
に
は
、
前
者
が
七
十
三
ヵ
条
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
後

者
が
一
七
六
八
年（
明
和
五
）の
店
掟
と
同
様
に
最
初
が
六
十
七
ヵ
条
で
あ
っ

た
。
そ
こ
に
一
七
七
三
年
（
安
永
二
）
の
十
ヵ
条
、
一
七
七
八
年
（
安
永
七
）

の
三
ヵ
条
、
一
七
八
二
年
（
天
明
二
）
の
四
ヵ
条
が
追
加
さ
れ
、
合
計
が
八

十
四
ヵ
条
と
な
り
、
後
者
が
十
一
ヵ
条
ほ
ど
多
か
っ
た
。
そ
の
の
ち
一
七
八

三
年
（
天
明
三
）
で
は
、
重
な
る
条
項
も
あ
っ
て
大
幅
に
整
理
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

表
１
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
七
七
四
年
（
安
永
三
）
の
「
掟
法
記
」
や

一
七
八
三
年
（
天
明
三
）
の
「
改
正
掟
法
帳
」
も
あ
り
、
こ
の
時
期
の
店
控

に
関
し
て
は
今
後
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
こ
ま
で
内
容
に
つ
い
て
ま

と
め
て
み
る
と
、
長
谷
川
家
の
店
掟
は
「
明
和
五
年
版
」
と
「
天
明
三
年
版
」

に
大
別
で
き
よ
う）

19
（

。

第
四
章　

お
わ
り
に

　

長
谷
川
家
の
店
掟
は
、
前
掲
『
松
阪
市
史
』
と
前
掲
『
三
重
県
史
』
の
伊

勢
商
人
の
な
か
で
は
最
も
長
い
条
項
を
有
し
て
い
る
。
北
島
前
掲
書
に
よ
れ

ば
、
同
家
の
店
掟
は
最
初
の
多
角
経
営
か
ら
木
綿
専
業
に
か
た
ま
っ
て
い
く

過
程
に
お
い
て
成
立
し
た
と
あ
る）

20
（

。
そ
の
の
ち
、
支
配
人
ク
ラ
ス
の
業
務
に

規
律
違
反
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
明
和
期

（
一
七
六
四
〜
一
七
七
一
）
前
後
の
江
戸
店
に
お
け
る
木
綿
経
営
の
拡
大
路

線
と
そ
れ
か
ら
の
転
換
と
い
う
端
境
期
の
な
か
で
、
支
配
人
ク
ラ
ス
が
空
商

い
に
手
を
出
し
て
し
ま
う
状
況
で
あ
っ
た）

21
（

。
し
か
し
な
が
ら
失
敗
し
た
ケ
ー

ス
が
幾
度
も
起
こ
っ
た
こ
と
で
、
同
家
の
店
掟
が
米
・
油
の
空
商
い
や
繰
綿

取
引
の
厳
禁
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
ほ
か
に
も
政
治
・
経
済
・
社
会
状
況
に
応

じ
て
重
要
な
内
容
が
徐
々
に
追
加
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
点
か
ら
し
て
、
松
坂
の
本
分
家
の
当
主
は
江
戸
の
支
配
人
ク
ラ
ス
を

厳
重
に
管
理
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
遠
方
で
あ
っ
た
た
め

に
直
接
的
に
管
理
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
、
店
の
資
金
を
自
由

に
取
り
扱
う
こ
と
が
可
能
な
支
配
人
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
規
律
違
反
が
繰
り
返

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
表
１
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
別
稿

で
検
討
し
た
が
、
寛
政
期
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
〇
）
に
店
掟
の
改
正
が
行

わ
れ
た）

22
（

。
し
か
も
、
前
稿
で
検
討
し
た
よ
う
に
寛
政
期
の
一
件
を
き
っ
か
け

に
、
天
保
期
（
一
八
三
〇
〜
一
八
四
三
）
に
お
い
て
道
徳
的
な
店
掟
を
制
定

す
る
な
ど
本
分
家
の
当
主
は
様
々
な
手
立
て
を
講
じ
た
の
で
あ
ろ
う）

23
（

。

　

長
谷
川
家
は
、
大
伝
馬
町
木
綿
問
屋
の
な
か
で
四
店
を
有
す
る
最
大
の
木

綿
商
へ
と
成
長
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
家
名
・
店
名
を
守
る
た
め
に
、
こ
の
よ

う
な
長
い
店
掟
が
定
め
ら
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
と
別
稿
で

は
、
表
１
の
寛
政
期
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
〇
）
ま
で
の
前
半
部
分
の
店
掟

と
そ
の
改
正
理
由
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
今
後
は
、
前
半
部
分
の
店
掟

の
詳
細
な
分
析
と
文
化
期
（
一
八
〇
四
〜
一
八
一
七
）
以
降
の
後
半
両
方
を

詳
細
に
検
討
し
、
当
初
か
ら
五
十
ヵ
条
を
超
え
る
長
い
条
項
が
制
定
さ
れ
た

要
因
を
一
層
探
り
た
い
。
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注
記

（
1
）「
掟
法
記
」（「
長
谷
川
家
文
書
」
史
料
番
号
三
〇
五
―

七
）。

（
2
）
松
阪
歴
史
文
化
舎
編
（
二
〇
二
二
）『
開
館
三
周
年
記
念
図
録　

旧
長
谷
川
治

郎
兵
衛
家
』
松
阪
歴
史
文
化
舎
。

（
3
）
林
英
夫
・
芳
賀
登
（
一
九
七
三
）『
番
付
集
成
（
上
）』
柏
書
房
の
「
江
戸
じ

ま
ん　

文
化
十
二
歳
改
」（
一
一
二
頁
）
や
「
新
板
大
江
戸
持
〇
長
者
鑑　

弘

化
三
丙
午
相
改
」（
一
八
〇
頁
）
を
参
照
。

（
4
）
松
阪
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
（
一
九
八
三
）『
松
阪
市
史　

第
一
二
巻　

史
料

篇　

近
世
（
二
）』
勁
草
書
房
、
三
五
八
〜
四
三
二
・
五
六
五
〜
五
七
二
頁
、

三
重
県
編
（
一
九
九
八
）『
三
重
県
史　

資
料
編　

近
世
四
』
同
県
、
一
二
五

〜
一
三
七
頁
。

（
5
）
北
島
正
元
編
著
（
一
九
六
二
）『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
―
木
綿
問
屋
長
谷
川
家

の
経
営
を
中
心
と
し
て
―
』
吉
川
弘
文
館
、
六
一
四
〜
六
一
八
頁
。
長
谷
川
家

の
店
掟
に
つ
い
て
は
、
第
十
章
「
長
谷
川
家
の
店
制
と
家
政
改
革
」
五
七
一
〜

六
五
二
頁
を
参
照
し
た
。

（
6
）
北
島
前
掲
『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』
六
一
四
頁
。

（
7
）
同
前
、
六
一
四
〜
六
一
五
頁
。

（
8
）
同
前
、
六
一
五
頁
。
な
お
、「
と
た
ん
商
い
」
と
「
空
商
い
」
が
同
一
の
意
味

で
あ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
現
時
点
で
は
前
掲
『
三
重
県
史　

資
料
編
』
一
三

二
・
三
〇
三
頁
を
参
照
し
た
。

（
9
）
北
島
前
掲
『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』
六
一
五
〜
六
一
六
頁
。

（
10
）
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
末
田
と
扇
野
が
旧
長
谷
川
治
郎
兵
衛
家
所
蔵
資
料
を

調
査
し
た
結
果
の
見
解
で
あ
る
。

（
11
）
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
「
大
伝
馬
町
長
谷
川
木
綿
店
古
帳
一
覧
」
か
ら

「
掟
法
記
」
を
閲
覧
し
た
。https://w

w
w.lib.hit-.ac.jp/retrieval/collections_

bunken/collections/hasegaw
acotton/

を
参
照
し
た
。

（
12
）
一
七
七
三
年
（
安
永
二
）、一
七
七
四
年
（
安
永
三
）、一
七
八
二
年
（
天
明
二
）

に
つ
い
て
は
長
谷
川
家
所
蔵
の
史
料
調
査
か
ら
確
認
し
た
。

（
13
）
北
島
前
掲
『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』
六
一
四
頁
。

（
14
）
同
前
、
六
〇
九
〜
六
一
〇
・
六
一
五
頁
。
ま
た
「
相
場
延
商
内
」
に
つ
い
て

は
現
物
の
受
け
渡
し
を
せ
ず
に
市
場
で
の
値
段
変
動
に
よ
る
取
引
方
法
で
、「
空

商
い
」
と
同
様
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
点
に
つ
い

て
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
15
）
た
だ
し
、
表
１
の
一
七
七
四
年
（
安
永
三
）
を
確
認
し
て
み
る
と
、
一
橋
所

蔵
資
料
の
一
七
六
八
年
（
明
和
五
）
の
内
容
に
一
七
七
八
年
（
安
永
七
）
の
三
ヵ

条
が
追
加
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
は
一
部
入
れ
替
え
が
な
さ
れ
て
い
た
も
の

の
文
言
は
同
一
で
あ
り
、
形
態
か
ら
清
書
版
と
考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
検
討

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
一
七
七
八
年
（
安
永
七
）
の
追
加
の
背
景
に
関
し

て
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
16
）
北
島
前
掲
『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』
六
一
五
頁
。

（
17
）
同
前
。

（
18
）
前
掲
『
三
重
県
史　

資
料
編
』
一
二
五
〜
一
三
三
頁
。

（
19
）
北
島
前
掲
『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』
六
一
五
頁
。

（
20
）
同
前
、
六
〇
九
〜
六
一
一
頁
。

（
21
）
同
前
、
六
〇
九
頁
。
こ
の
ほ
か
に
、
賀
川
隆
行
（
一
九
九
九
）「
江
戸
木
綿
問

屋
長
谷
川
家
の
経
営
の
転
換
」『
三
井
文
庫
論
叢
』
第
三
三
号
、
一
○
○
頁
を

参
照
。
具
体
的
に
は
、
同
頁
に
「
長
谷
川
家
で
は
元
禄
期
か
ら
宝
暦
期
に
か
け

て
順
調
に
純
益
金
を
上
げ
て
き
て
、
明
和
、
安
永
期
頃
に
は
経
営
拡
大
を
果
た

し
た
と
い
う
認
識
か
ら
、
純
益
金
を
そ
の
ま
ま
江
戸
店
の
営
業
資
金
と
し
て
追

加
融
資
す
る
必
要
性
が
な
く
な
り
、
一
途
な
拡
大
路
線
を
転
換
し
た
」
と
あ
る
。

今
後
は
経
営
動
向
と
の
諸
関
係
の
な
か
で
店
掟
の
改
正
を
捉
え
て
い
く
こ
と
を

課
題
と
す
る
。

（
22
）
末
田
智
樹
・
扇
野
耕
多
（
二
〇
二
五
）「
木
綿
商
長
谷
川
次
郎
兵
衛
家
の
寛
政

五
年
本
店
五
郎
兵
衛
一
件
」『
中
部
大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』
第
五
三
号
（
二

〇
二
五
年
二
月
刊
行
予
定
）。
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（
23
）
末
田
智
樹
・
扇
野
耕
多
（
二
〇
二
四
）「
木
綿
商
長
谷
川
次
郎
兵
衛
家
の
天
保

七
年
『
毎
年
両
度
読
聞
覚
』」『
中
部
大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』
第
五
二
号
。

付
記

　

本
稿
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
・
基
盤
研
究
（
C
）「
伊
勢
商
人
の
蔵
書
形
成
に
関
す
る

基
礎
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
・
岡
本
聡
／
課
題
番
号22K

00352 

）
の
助
成
を
受
け
て
調

査
研
究
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
使
用
し
た
「
長
谷
川
家
文
書
」
に
つ
い
て
は
旧
長
谷

川
治
郎
兵
衛
家
な
ど
三
館
館
長
松
本
吉
弘
氏
に
ご
便
宜
い
た
だ
き
、
ま
た
具
体
的
か
つ
貴

重
な
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
一
橋
所
蔵
資
料
に
つ
い
て
は
一
橋
大
学
附
属
図
書
館
に
閲
覧
等

の
ご
許
可
を
賜
っ
た
。
本
稿
に
お
い
て
も
岡
本
聡
先
生
（
中
部
大
学
人
文
学
部
教
授
）
に

は
、
伊
勢
商
人
に
関
す
る
文
献
・
資
料
の
ご
提
供
と
大
変
手
厚
い
ご
指
導
を
賜
っ
た
。
こ

こ
に
記
し
て
心
よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

凡
例

一 

、
本
史
料
の
翻
刻
は
末
田
と
扇
野
で
行
い
、
解
説
の
ベ
ー
ス
は
末
田
が
担

当
し
、
両
名
で
全
体
を
調
整
し
た
。

一 

、
印
刷
に
際
し
て
は
、
な
る
べ
く
原
史
料
の
体
裁
を
と
ど
め
る
こ
と
を
原

則
と
し
た
が
、
組
版
の
都
合
上
、
適
宜
本
書
形
式
に
あ
わ
せ
て
統
一
し
た
。

一 

、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
漢
字
・
平
仮
名
・
片
仮
名
は
原
文
通
り
と
し
た
。

一 

、
人
名
な
ど
の
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
原
史
料
通
り
に
し
た
。

一 

、
字
体
は
原
則
と
し
て
新
字
体
を
使
用
し
た
。「
ゟ
」「
〆
」
に
つ
い
て
は

そ
の
ま
ま
使
用
し
た
。

一 

、
変
体
仮
名
の
「
者
」
は
「
は
」「
ば
」、「
於
」
は
「
を
」
に
改
め
た
。

一 

、
読
み
や
す
く
す
る
た
め
に
適
宜
読
点
（
、）
を
加
え
た
。

【
表
紙
】

　

掟　

法　

記

【
本
文
】

　
　
　

掟

一 

御
公
儀
様
御
法
度
之
儀
は
不
及
申
御
触
事
惣
而
御
公
辺
ニ
相
拘
り
候
儀
堅

相
守
可
申
候
事

一 

御
成
還
御
之
節
両
店
支
配
他
行
不
致
、
火
之
元
其
外
随
分
念
之
入
不
調
法

無
之
候
様
相
互
ニ
気
を
付
、
御
通
行
之
節
大
切
ニ
相
慎
ミ
、
台
所
江
引
篭

居
候
者
之
内
上
役
之
者
気
を
付
物
静
ニ
可
仕
候
事

一 

御
大
名
様
方
不
絶
御
通
路
被
遊
候
得
ば
常
々
店
前
江
荷
物
張
出
し
不
申
候

様
気
を
付
、
車
江
荷
物
積
立
候
ハ
ヽ
張
縄
を
か
け
往
来
之
怪
我
無
之
様
心

懸
、
如
何
様
之
儀
被
申
懸
候
共
雑
言
過
言
不
申
惣
而
不
作
法
無
之
様
常
々

気
を
付
大
切
ニ
可
致
、
右
之
趣
下
々
男
と
も
へ
急
度
可
申
付
事

一 

家
内
之
格
式
近
歳
猥
ニ
相
成
候
ニ
付
、
此
度
相
談
之
上
急
度
相
改
、
則
左

之
通
相
守
可
申
候
事

一 

忠
孝
之
二
字
を
常
々
心
ニ
不
絶
倹
約
を
不
違
し
て
家
業
を
能
々
身
之
奢
を

慎
ミ
、
上
下
を
糺
し
人
之
悪
事
を
不
語
高
慢
を
慎
ミ
、
堪
忍
第
一
ニ
而
傍

輩
之
中
水
魚
之
如
し
と
此
古
言
を
不
忘
、
昼
夜
之
勤
仮
初
ニ
も
無
怠
相
互

ニ
睦
敷
申
合
相
励
ミ
出
情
専
一
之
事

一
支
配
人
身
持
第
一
ニ
慎
ミ
奢
を
停
止
日
用
万
事
ニ
気
を
付
可
申
候
事

一 

木
綿
繰
綿
之
外
余
商
売
思
ヒ
入
買
取
引
之
儀
は
先
規
よ
り
堅
停
止
ニ
有
之
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候
、
猶
又
此
度
相
改
候
、
急
度
相
慎
ミ
可
申
候
事

一
支
配
人
は
不
申
及
下
々
之
者
迄
常
々
高
慢
い
た
し
候
事
堅
相
嗜
可
申
事

一 
一
家
店
ハ
不
及
申
相
店
向
店
惣
而
仲
間
一
統
睦
鋪
い
た
し
、
猥
ニ
仲
間
之

作
法
破
申
間
敷
候
事

一
退
役
之
者
常
々
昼
夜
共
別
而
万
事
気
を
付
可
申
候
事

一 

支
配
人
他
出
い
た
し
候
節
は
其
次
之
者
急
度
相
詰
諸
事
取
計
気
を
付
可
申

候
事

一 

両
店
之
内
并
ニ
一
家
店
中
不
埒
之
者
在
之
候
ハ
ヽ
、
無
遠
慮
其
支
配
々
江

内
々
ニ
而
為
相
知
可
申
、
乍
存
知
隠
置
候
ハ
ヽ
後
日
ニ
吟
味
可
致
候
事

一 

毎
月
店
精
進
日
待
夜
よ
り
堅
相
慎
ミ
、
当
日
退
役
支
配
人
之
内
仏
参
可
致

候
事

一 

支
配
脇
之
者
商
内
駈
引
第
一
ニ
致
、
店
中
之
者
不
埒
之
儀
無
之
様
常
々
気

を
付
可
申
候
事

一 

入
湯
之
外
私
用
ニ
罷
出
候
事
堅
相
成
不
申
候
、
若
無
拠
私
用
有
之
罷
出
候

ハ
ヽ
、
其
先
キ
〳
〵
を
相
断
可
罷
出
、
夜
ニ
入
四
ツ
限
何
方
ニ
要
用
之
儀

有
之
候
共
罷
帰
可
申
、
五
節
句
休
日
罷
出
候
ハ
ヽ
先
キ
〳
〵
ニ
て
不
礼
無

之
様
相
慎
ミ
可
申
、
尤
暮
合
限
罷
帰
可
申
候
、
若
相
背
候
者
有
之
候
ハ
ヽ

急
度
吟
味
致
可
申
候
事

一
五
節
句
休
日
之
節
両
店
之
内
弐
人
宛
急
度
相
詰
可
申
候
事

一 

支
配
脇
之
者
売
場
所
江
参
候
儀
商
内
駆
引
有
之
事
ニ
候
、
尤
夜
ニ
入
四
ツ

限
早
速
罷
帰
り
可
申
、
支
配
脇
之
外
参
候
事
相
成
不
申
候
、
商
内
用
事
在

之
候
ハ
ヽ
、
売
場
之
衆
呼
ニ
遣
し
候
而
用
向
相
達
可
申
候
事

一 

売
場
祝
儀
商
内
之
節
相
済
不
申
内
他
出
致
申
間
敷
候
、
勿
論
用
事
相
片
付

候
ハ
ヽ
早
々
帰
宅
可
致
候
事

一 

仲
間
参
会
之
砌
不
参
不
致
、
支
配
人
自
身
罷
出
相
談
不
相
済
内
他
出
致
申

間
鋪
候
事

一 

常
々
見
世
先
キ
前
店
不
行
儀
無
之
候
様
ニ
致
、
見
世
透
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
、

行
儀
能
相
詰
世
利
物
は
不
及
申
、
商
内
之
儀
互
ニ
無
油
断
相
心
懸
出
情
可

致
、
扨
又
店
内
ニ
而
常
々
昼
夜
ニ
不
限
、
本
之
類
惣
而
無
益
之
品
を
取
出

し
慰
候
事
堅
相
成
不
申
候
事

一 

仕
着
之
外
左
之
通
法
度
之
衣
類
拵
候
事
堅
相
成
不
申
候
、
其
外
平
生
着
類

無
拠
相
拵
候
共
、
支
配
脇
江
無
断
拵
候
事
一
切
相
成
不
申
候

一 

紗
綾
縮
緬
羽
二
重
郡
内
并
ニ
越
後
縮
ミ
、
絽
其
外
薄
羽
織
七
子
帯
琥
珀
帯

惣
而
絹
紬
之
外
堅
停
止
之
事

　
　
　
　
　

但
し

　
　
　

一
縮
緬
単
羽
織　
　

一
縮
帷
子

　
　
　

一
七
子
琥
珀
帯　
　

一
郡
内
紋
付
小
袖

　
　
　

一
絽
其
外
薄
羽
織

　

 

右
五
品
支
配
人
ハ
不
苦
候
、
支
配
脇
も
心
懸
ケ
置
キ
可
申
、
私
用
ニ
着
用

堅
無
用
之
事

一 

絹
紬
之
外
停
止
之
品
を
着
用
ニ
致
候
儀
堅
無
用
之
事
、
尤
支
配
脇
之
者
支

配
人
之
代
り
ニ
罷
出
申
儀
可
在
之
候
事
、
其
節
は
品
ニ
よ
り
右
五
通
之
内

不
苦
候
、
尤
私
用
ニ
着
用
致
候
事
は
堅
相
成
不
申
、
平
生
身
之
廻
り
桟
留

迄
着
用
致
可
申
、
其
次
ゟ
ハ
伊
勢
嶋
ニ
限
り
可
申
候
事

一 

革
緒
之
下
駄
足
駄
雪
踏
并
ニ
別
菅
笠
別
か
ら
か
さ
支
配
人
之
外
堅
無
用
之

事



木綿商長谷川次郎兵衛家の安永二年「掟法記」

（10）

48

一 

召
仕
之
男
共
身
分
不
相
応
之
着
用
致
候
ハ
ヽ
急
度
吟
味
之
上
可
申
付
、
并

下
駄
足
駄
雪
踏
之
革
緒
木
綿
緒
之
草
履
相
成
不
申
候
事

一 
洗
濯
屋
其
外
中
宿
江
衣
類
持
出
し
置
キ
、
他
行
致
候
儀
決
而
相
成
不
申
候

事
一 

夜
深
成
内
参
詣
所
其
外
何
方
ヘ
も
罷
出
申
間
敷
、
開
帳
朝
参
等
致
候
ハ
ヽ

明
六
ツ
よ
り
罷
出
、
見
世
開
キ
不
申
内
下
向
致
可
申
、
尤
前
夜
参
詣
所
断

置
キ
可
申
候
事

一
店
之
者
見
世
用
事
仕
廻
候
共
台
所
江
引
篭
ニ
申
間
鋪
候
事

一
店
之
者
寄
合
茶
屋
肴
屋
そ
ば
や
抔
催
し
無
用
之
事

一
常
々
は
不
申
及
譬
正
月
ニ
而
も
勝
負
事
堅
致
申
間
敷
候
事

一
手
習
之
外
稽
古
事
堅
無
用
之
事

一
病
気
之
節
は
互
ニ
気
を
付
介
抱
致
可
申
候
事

一
奉
公
人
相
抱
候
ハ
ヽ
早
速
請
状
致
候
事

一
青
屋
紺
屋
染
地
相
重
り
不
申
候
様
常
々
相
改
可
申
候
事

一 

毎
日
蔵
々
〆
り
方
気
を
付
戸
前
口
窓
其
外
用
心
土
平
日
無
油
断
相
改
可
申

候
事

一
穴
蔵
改
砂
蓋
砂
等
改
心
懸
之
事

一
大
地
震
有
之
候
ハ
ヽ
鎮
り
候
後
、
蔵
々
戸
前
引
合
セ
改
可
申
候
事

一 

抱
日
雇
之
者
并
ニ
出
入
之
者
出
火
之
節
駈
ケ
付
、
働
仕
様
之
事
委
細
言
付

置
キ
可
申
候
事

一 

近
火
之
節
蔵
々
穴
蔵
第
一
ニ
仕
廻
、
見
世
代
ロ
物
其
外
諸
道
具
其
上
ニ
而

駈
引
之
事

一
諸
帳
面
并
ニ
蔵
之
鍵
持
出
之
事

一
急
火
ニ
而
も
仏
神
大
切
ニ
相
片
付
可
申
候
事

一 

出
火
之
節
蔵
々
戸
前
口
随
分
念
之
入
及
大
火
目
塗
致
候
ハ
ヽ
、
支
配
人
相

改
可
申
穴
蔵
砂
ぶ
た
右
同
断
之
事

一
火
事
之
節
奥
蔵
々
内
蔵
穴
蔵
仕
廻
様
之
事

一 

出
火
之
節
他
之
諸
道
具
其
外
何
ニ
不
限
預
り
申
間
鋪
、
若
無
拠
候
ハ
ヽ
支

配
人
へ
相
断
可
申
候
事

一 

出
火
之
節
若
病
人
有
之
候
ハ
ヽ
、
風
並
ミ
相
考
へ
早
々
懇
意
之
方
江
連
行

頼
置
可
申
候
事

一 

出
火
見
舞
先
キ
ニ
而
危
キ
働
無
用
ニ
可
致
、
若
見
廻
ニ
行
候
跡
へ
店
隣
町

出
火
出
来
候
ハ
ヽ
、
其
侭
取
て
返
し
候
儀
常
々
心
懸
ケ
居
可
申
候
事

一 

大
火
ニ
お
よ
び
立
退
候
節
、
子
と
も
能
々
申
聞
怪
我
不
致
候
様
其
外
気
を

付
可
申
候
事

一 

大
火
ニ
及
危
く
相
成
候
ハ
ヽ
、
大
小
之
は
し
ご
り
う
こ
し
釣
部
手
桶
鍬
鳶

口
水
篭
都
合
七
品
取
揃
、
退
キ
場
所
申
合
風
並
能
か
た
へ
持
出
し
、
一
両

人
番
を
付
置
立
帰
り
相
働
可
申
、
火
先
き
見
合
怪
我
不
致
候
様
互
ニ
気
を

付
、
不
叶
節
は
申
合
候
場
所
江
退
き
一
所
ニ
集
り
人
別
相
改
支
度
致
、
火

鎮
り
次
第
早
速
右
之
道
具
を
持
か
け
付
、
蔵
々
四
方
穴
蔵
之
上
火
を
除
け

水
働
出
情
致
、
蔵
々
穴
蔵
之
様
子
相
考
へ
可
申
候
事

一
出
火
入
用
之
諸
道
具
常
々
改
置
キ
可
申
候
事

一 
国
々
問
屋
之
儀
旧
来
懇
意
衆
中
は
不
相
替
懇
意
ニ
致
、
代
ロ
物
善
悪
之
儀

無
遠
慮
可
申
遣
、
新
規
問
屋
拵
へ
申
間
敷
、
若
無
拠
仕
入
致
候
ハ
ヽ
支
配

人
相
談
之
上
取
計
可
申
候
事

一 

売
子
衆
分
限
相
応
を
相
考
商
内
致
可
申
、
尤
通
帳
金
高
例
格
不
相
応
ニ
相
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成
不
申
候
様
常
々
駈
引
い
た
し
可
申
、
宜
敷
得
意
衆
た
り
と
も
取
替
金
致

遣
し
候
衆
中
へ
代
ロ
物
勧
め
候
事
堅
致
申
ま
し
く
、
懸
方
之
儀
支
配
人
ハ

不
及
申
弐
番
三
番
之
者
随
分
気
を
付
、
金
高
不
相
応
之
儀
有
之
候
ハ
ヽ
相

改
急
度
申
付
、
通
帳
常
々
金
高
顕
し
、
物
前
は
別
而
之
儀
平
日
共
留
置
キ

不
申
無
油
断
催
促
可
申
、
并
ニ
買
出
し
之
節
金
子
持
参
在
之
候
様
挨
拶
い

た
し
可
申
、
通
帳
金
銀
請
取
高
つ
ね
〳
〵
支
配
脇
帳
合
吟
味
可
致
候
事

一 

銘
々
引
請
之
商
内
致
遣
し
候
ハ
ヽ
、
通
帳
し
ら
へ
は
其
外
之
者
い
た
し
可

申
候
事

一 

新
懸
商
内
致
申
間
鋪
、
尤
慥
成
引
請
人
有
之
候
ハ
ヽ
相
談
ニ
も
お
よ
び
可

申
、
勿
論
金
高
限
り
常
々
金
廻
し
仕
切
勘
定
相
違
不
致
候
様
相
究
、
引
請

人
印
形
取
置
可
申
、
金
高
之
懸
売
慥
成
請
人
在
之
候
共
堅
致
申
間
敷
候
事

一
売
子
衆
買
出
し
中
絶
之
仁
在
之
候
ハ
ヽ
気
を
挨
拶
ニ
遣
し
可
申
候
事

一
売
子
衆
へ
越
商
内
一
切
致
申
間
敷
候
事

一
売
子
衆
新
ニ
宿
致
申
ま
し
く
候
、
尤
先
規
よ
り
留
来
候
仁
は
格
別
之
事

一 

売
子
衆
何
か
た
へ
も
連
行
候
儀
致
申
間
敷
、
若
無
拠
儀
有
之
候
ハ
ヽ
、
支

配
人
其
次
へ
相
断
可
申
、
尤
花
麗
成
事
堅
致
申
間
敷
候
事

一
通
帳
出
し
不
申
売
子
衆
へ
少
々
之
羽
銀
ニ
而
も
取
替
申
間
鋪
候
事

一 

月
々
懸
方
引
請
之
者
無
滞
相
廻
り
、
金
子
取
立
之
儀
は
不
申
及
先
キ
〳
〵

様
子
相
考
へ
可
申
、
得
意
先
ニ
而
格
別
之
懇
を
不
致
酒
を
慎
ミ
其
外
不
調

法
気
を
付
、
懸
先
キ
引
請
之
場
所
之
外
道
寄
堅
致
申
間
敷
、
廻
り
場
不
相

応
ニ
帰
り
遅
候
ハ
ヽ
急
度
吟
味
い
た
し
可
申
、
其
外
得
意
先
ニ
而
金
銀
借

用
致
候
事
一
切
相
成
不
申
、
若
右
体
之
者
有
之
候
ハ
ヽ
、
吟
味
之
上
暇
遣

し
可
申
、
尤
得
意
衆
中
へ
も
右
之
趣
相
断
置
可
申
候
事

一 

売
子
衆
よ
り
金
銀
請
取
候
ハ
ヽ
、
其
上
役
之
者
ヘ
相
渡
し
可
申
、
都
而
金

銀
出
し
入
支
配
人
之
外
堅
無
用
之
事
、
若
支
配
人
他
出
之
節
ハ
其
次
之
者

致
可
申
候
事

一
一
家
店
之
徳
意
衆
を
引
入
商
内
相
互
ニ
い
た
し
申
間
敷
候
事

一 

無
拠
懇
意
者
ニ
て
も
金
銀
取
替
堅
致
ま
し
く
、
店
内
時
貸
し
借
り
之
金

夜
々
出
入
、
勘
定
之
砌
相
改
か
し
か
り
共
延
引
之
儀
有
之
候
ハ
ヽ
吟
味
可

致
候
事

一 

相
互
ニ
申
合
売
子
引
請
之
者
ハ
勿
論
銘
々
丁
寧
ニ
挨
拶
致
、
麁
抹
之
取
扱

致
ま
し
く
候

一
入
津
出
荷
物
之
節
見
世
先
ニ
而
煙
草
か
た
く
無
用
之
事

一
木
綿
出
入
折
々
吟
味
致
可
申
候
事

一
常
々
火
之
元
第
一
ニ
気
を
付
可
申
候
事

一 

升
屋
両
替
ゟ
金
銀
取
寄
候
節
支
配
人
支
配
脇
両
判
之
書
付
を
以
取
寄
可
申

候
、
尤
先
キ
方
へ
も
相
断
申
候
、
此
極
相
違
ヘ
申
間
鋪
候
事

　
　

巳
歳
其
御
地
様
ゟ
被
仰
下
候
御
掟

一
米
油
其
外
延
商
内
堅
致
間
敷
事

一
薬
種
類
并
唐
物
何
ニ
不
寄
思
入
商
致
間
敷
事

一 
是
迄
取
引
不
致
所
江
無
差
別
金
借
致
間
鋪
質
物
預
り
候
、
迚
も
得
与
相
談

可
有
事

一
支
配
人
其
外
自
分
之
縁
有
之
所
江
金
銀
借
し
申
間
敷
候
事

一 

惣
而
聊
之
事
用
捨
致
置
候
ハ
ヽ
不
宜
候
急
度
吟
味
可
被
懸
候
、
後
日
ニ
物

事
大
く
成
上
は
親
請
人
は
不
及
申
一
家
共
迄
及
難
渋
、
其
所
之
役
人
沙
汰
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ニ
お
よ
び
大
騒
動
ニ
相
成
候
、
此
所
勘
弁
致
是
迄
年
来
致
来
候
、
商
内
木

綿
わ
た
両
品
ニ
限
り
外
々
江
目
を
か
け
不
申
常
々
心
懸
出
情
被
致
候
事
第

一
肝
要
候

一 

金
銀
貸
し
借
り
多
少
ニ
不
限
、
直
ニ
本
証
文
ニ
而
取
替
第
一
大
切
之
事
ニ

候
間
、
同
家
末
家
ニ
而
も
仮
り
請
取
ニ
而
は
取
引
堅
致
間
敷
、
尤
支
配
人

其
次
加
判
致
可
申
事

一 

後
見
支
配
人
并
ニ
下
々
ニ
至
迄
不
相
応
成
身
持
仕
間
鋪
、
尤
衣
類
等
ニ
至

迄
花
麗
成
物
拵
へ
申
間
敷
候
、
諸
事
分
相
応
ニ
い
た
し
其
次
之
者
迄
格
式

之
外
之
儀
堅
無
用
ニ
候
、
若
又
不
埒
成
者
於
在
之
は
早
速
異
見
を
加
江
急

度
可
相
嗜
難
相
止
候
ハ
ヽ
、
早
々
隙
出
し
請
人
方
江
預
ケ
可
申
上
ニ
立
候

者
共
ニ
不
埒
在
之
候
而
は
下
々
ゟ
難
申
出
候
ハ
ヽ
、
其
節
外
店
支
配
人
へ

内
意
を
通
し
異
見
可
致
難
心
得
儀
在
之
候
ハ
ヽ
、
早
々
此
方
ヘ
可
被
申
越

候
一 

両
度
算
用
目
録
之
節
金
三
拾
両
余
貸
借
り
目
録
表
へ
名
前
相
顕
し
可
被
申

越
候
、
金
高
本
証
文
之
通
名
前
銘
々
書
記
シ
可
被
申
越
候

一 

目
録
為
登
申
節
例
歳
両
店
後
見
支
配
人
打
寄
帳
面
等
引
合
印
形
致
来
候
得

共
、
其
店
々
貸
借
り
之
品
ニ
寄
有
り
金
又
は
代
ロ
物
之
内
江
相
加
江
有
物

之
猥
り
ニ
致
候
事
も
相
聞
へ
候
、
以
後
は
左
様
成
帳
合
等
堅
致
間
敷
候
、

惣
而
有
体
ニ
名
前
相
顕
し
可
被
申
越
候
、
惣
店
之
後
見
支
配
人
互
ニ
帳
面

等
引
合
貸
し
付
本
証
文
引
合
見
可
申
候
、
店
持
候
末
家
之
者
迄
帳
合
致
吟

味
無
間
違
候
哉
入
違
相
改
可
被
申
候
、
若
又
疑
敷
儀
有
之
候
ハ
ヽ
早
速
此

方
へ
可
被
申
越
候
、
後
日
ニ
間
違
筋
在
之
私
ハ
帳
面
見
不
申
杯
と
申
分
難

成
候

一 

引
込
店
持
候
末
家
之
者
共
江
是
迄
猥
ニ
金
銀
取
替
間
違
有
之
候
、
已
後
ハ

金
百
両
迄
取
替
可
遣
其
上
之
金
高
ハ
堅
無
用
候
、
無
拠
儀
ニ
付
又
候
無
心

申
候
ハ
ヽ
入
用
之
品
委
細
ニ
此
方
江
可
被
申
越
候
、
相
談
之
上
如
何
様
と

も
可
致
候
、
外
々
江
大
金
貸
し
付
候
節
店
々
後
見
支
配
人
打
寄
相
談
之
上

貸
し
付
可
被
申
候
、
乍
併
格
外
成
金
高
ハ
無
用
ニ
候
、
右
之
通
皆
々
相
心

得
諸
事
取
扱
可
被
申
候
下
々
之
者
へ
も
時
々
可
被
申
聞
候
、
已
上

　
　

安
永
弐
歳
巳
ノ
四
月
廿
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
六
郎
治　
　

判

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
治
郎
兵
衛　

判

　
　
　

右
被
仰
下
候
趣
委
細
奉
承
知
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
店
中

　
　
　
　
　
　
　
　

覚

一 

近
来
町
内
仲
間
并
綿
店
向
操
綿
商
内
風
儀
悪
敷
取
引
等
有
之
候
段
、
勢
州

表
御
主
人
方
及
御
聞
被
遊
、
店
々
ニ
も
勝
負
商
内
取
引
致
候
哉
と
御
案
心

難
被
遊
、
御
連
印
を
以
御
書
面
御
示
被
下
置
候
趣
熟
覧
仕
誠
ニ
以
難
有
奉

存
候
、
右
体
空
商
内
ニ
相
交
格
外
之
損
失
等
仕
候
ハ
ヽ
、
且
ハ
銘
々
出
世

ヲ
取
失
ひ
可
申
儀
ニ
而
候
、
先
規
よ
り
御
仕
似
セ
見
世
商
内
大
切
ニ
相
励

出
情
仕
候
へ
ハ
、
末
々
御
主
人
之
恩
恵
ミ
眼
前
如
在
之
候
へ
は
毛
頭
無
余

念
正
道
第
一
ニ
可
仕
候
、
勿
論
先
歳
よ
り
定
式
有
之
年
々
両
季
店
中
寄
合

申
談
候
通
、
平
日
身
持
衣
類
等
目
立
候
儀
決
而
不
仕
候
様
相
慎
ミ
諸
事
古

風
内
端
ニ
取
計
可
申
儀
肝
要
候
、
猶
右
之
段
堅
相
守
候
様
可
仕
候
事

一 

操
綿
商
内
売
買
共
店
々
引
当
を
以
取
引
可
仕
候
、
両
様
共
喰
合
不
申
商
内



人文学部研究論集（第53号）

（13）

51

事
決
而
仕
間
敷
候
事

一 
大
坂
堺
辺
欠
合
見
当
相
場
取
引
之
儀
并
ニ
操
わ
た
番
船
之
節
懸
勝
負
之
儀

店
々
是
迄
も
一
切
不
仕
事
ニ
候
ヘ
共
、
別
而
此
已
後
末
々
ニ
至
迄
堅
仕
間

敷
候
事

一 

右
三
ケ
条
之
趣
店
中
聢
与
得
道
仕
候
ニ
付
、
此
度
勢
州
表
江
連
判
差
上
置

候
、
向
後
万
一
不
覚
之
族
有
之
定
目
相
背
キ
、
御
主
人
方
ゟ
如
何
様
之
御

咎
被
仰
付
候
共
毛
頭
御
恨
ニ
不
可
奉
存
候
、
猶
及
見
聞
次
第
無
用
捨
急
度

相
糺
可
申
候
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
戸
惣
店
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

連
印

　
　

安
永
七
歳
戌
ノ
九
月

　
　
　

勢
州

　
　
　

御
主
人
様
江
差
上
置
申
候

　

 

右
掟
法
ケ
條
之
趣
銘
々
承
知
得
心
仕
候
儀
ニ
御
座
候
、
弥
以
店
風
儀
不
被

相
乱
様
急
度
相
守
、
店
々
末
々
之
者
ニ
至
迄
不
洩
様
ニ
相
示
、
歳
々
両
季

ニ
惣
店
中
打
寄
熟
読
仕
候
事

一 

両
季
店
々
勘
定
之
節
下
目
録
入
違
、
諸
帳
面
密
細
ニ
改
合
相
違
無
之
旨
印

形
仕
候
之
段
被
仰
下
奉
承
知
候
、
歳
々
互
ニ
改
合
請
帳
相
仕
立
候
筈
ニ
今

度
相
究
申
候
事

一 

此
度
店
内
家
別
ニ
上
下
タ
為
取
替
証
文
為
致
候
、
此
趣
意
は
上
へ
よ
り
下

タ
を
制
し
申
は
必
常
下
タ
役
相
勤
居
候
は
、
上
役
之
者
不
所
存
於
有
之
は

異
見
を
加
へ
其
上
相
用
無
之
候
ハ
ば
支
配
人
江
相
達
可
申
、
若
支
配
役
之

者
右
体
ニ
候
ハ
ば
本
店
へ
及
露
顕
可
申
候
、
都
而
店
中
相
互
ニ
気
を
付
ケ

合
、
譬
本
店
支
配
衆
ニ
而
も
不
見
届
体
有
之
候
ハ
ヽ
及
評
議
ニ
可
申
候

一 

操
綿
油
薬
種
之
類
都
而
空
商
内
先
規
よ
り
停
止
之
儀
ニ
御
座
候
、
猶
以
已

来
堅
相
守
可
申
候

一 

右
空
商
内
は
博
奕
同
前
之
儀
正
道
之
商
人
と
は
気
肌
甚
相
違
之
事
ニ
候
へ

ハ
、
隣
町
右
商
売
筋
店
々
商
内
用
之
外
支
配
人
若
イ
者
ニ
至
迄
付
合
事
急

度
仕
間
鋪
候

付
紙

　

 

此
度
被
仰
下
候
印
付
之
儀
白
地
ニ
書
顕
し
申
候
も
如
何
ニ
奉
存
候
、
何
連

も
承
知
之
儀
ニ
御
座
候
へ
ば
宜
敷
御
聞
届
ケ
被
遊
置
可
被
下
候
、
已
上

　

右
之
趣
店
中
一
統
得
道
仕
候

　

 

御
主
人
様
方
平
日
御
行
跡
并
ニ
下
も
御
愍
ミ
被
下
候
儀
見
聞
ニ
随
ひ
挙
而

難
有
奉
感
悦
候
、
誠
ニ
自
分
之
儀
相
顧
銘
々
相
慎
ミ
聊
之
儀
も
実
儀
を
以

可
仕
候
、
依
之
連
印
差
上
申
処
、
仍
而
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

忠
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

由
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

孫
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彦
三
郎

　
　
　

天
明
弐
歳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甚
兵
衛

　
　
　
　
　

寅
ノ
霜
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
郎
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
兵
衛
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四
郎
兵
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利
兵
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茂
兵
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長
右
衛
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吉
郎
兵
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九
兵
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卯
兵
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長
谷
川
治
郎
兵
衛
様

　
　
　
　

同　

武
右
衛
門
様

　
　
　
　

同　

六
郎
治
様
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